






はじめに 

 脳性運動障害児に対する早期治療の意義については,昨年の本研究班会議において報告

した如く,ハイリスク新生児の事後措置の見地から極めて重要である。脳性麻痺は,その定

義から明らかなように,残存麻痺像としてとらえられる。したがって病像の完成までにはあ

る期間を必要とする。脳性麻痺の診断確定以前に,すなわち「いわゆる脳性運動障害児」に

対するアプローチが,脳性麻痺のリハビリテーションの第一歩である。 

 今回は小児専門病院の立場から,脳性運動障害児に対する早期治療の現況について報告

したい。 


